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赤穂市の国際化と市民の国際理解についての関心を高め、国際感覚を醸成するとと

もに、地域の活性化と広い視野を持ったこころ豊かなまちづくり活動の推進を目的に、

平成６年度に設立された団体です（平成３１年２月からはNPOに移行）。 

みなさまからの会費や、赤穂市からの補助金により、各種の事業を実施しています。 

 

 

①会報やイベント案内をお届けします ②イベントへの参加費割引の特典があります 

 

姉妹都市交流、国際理解講座、ふれあい交流会、会報発行、日本語教室 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規会員 会員申込書に必要事項をご記入のうえ、年会費を添えて事務局（市役所１階市

民対話課）へお申し込みください。申込書は事務局に備え付けていますし、ホームペー

ジからもダウンロードすることができます。 

URL:http://www.city.ako.lg.jp/shimin/machizukuri/taiwa/aifa_member.html 

継続会員 年会費の納入をもって登録を継続します。納入は事務局まで現金をお持ちいた

だくか、銀行振込も可能です。（振込の場合は手数料をご負担ください） 

 

 

 

特定非営利活動法人 
赤穂市国際交流協会  会  報 

AKO INTERNATIONAL FRIENDSHIP ASSOCIATION NEWSLETTER 

２ ０ ２ ３ ． ３ 

Ｖ ｏ ｌ ． ６ ９ 
2023年度会員を募集します！ 

～Come and Join us～ 

♦赤穂市国際交流協会とは 

～Ako International Friendship Association～ 通称 AIFA（アイファ） 

♦会費（複数口の納入も可能です。 

また、高校生以下は会費を免除します。） 

個人会員 １口  1,000円 

団体会員 １口 10,000円 

法人会員 １口 10,000円  
♦申込方法 

振込先 → みなと銀行赤穂支店 普通 ３４８６６６９ 赤穂市国際交流協会事務局  

♦協会会員になると 

♦主な活動内容は 
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 昨年１０月にコロナ禍での入国制限が緩和されましたが、その影響でしょうか。街の中

で外国人の姿をよく見るようになりました。激減していた訪日外国人旅行者も戻りつつあ

るようです。 

ついこの間まで「爆買い」や「インバウンド」といった言葉をよく耳にしましたが、コ

ロナ禍ですっかり聞かなくなってしまいました。 

訪日外国人旅行者の増加は消費の拡大をもたらします。まだまだインバウンドの拡大が

見込めた時期にコロナ禍を迎えてしまい、大変残念なこととなりました。 

 

♦訪日外国人旅行者数及び旅行消費額の推移         ＊出典：令和元年版観光白書 

 2012年 

（平成 24年） 

2018年 

（平成 30年） 
増加幅 倍 

訪日外国人旅行者数 
（万人） 

836 

（万人） 

3,119 

（万人） 

2,283 
3.7 

訪日外国人旅行消費額 
（億円） 

10,846 

（億円） 

45,189 

（億円） 

34,343 
4.2 

 宿泊費 3,713 13,212 9,499 3.6 

 飲食費 2,229 9,783 7,554 4.4 

 交通費 1,179 4,674 3,495 4.0 

 娯楽サービス費 293 1,738 1,445 5.9 

 買物代 3,406 15,763 12,357 4.6 

 

そもそも、よく耳にする「インバウンド」とはどういった意味でしょうか。主に観光用

語として使われていますが、日本に外国人が訪れてくる旅行、訪日旅行のことを意味しま

す。これに対して、日本人が海外に旅行することをアウトバウンドと表します。 

コロナ禍を迎えるまでは急拡大していたインバウンドですが、近年の訪日外国人旅行者

数は次のとおりです。 

 

♦訪日外国人旅行者の推移         ＊出典：日本政府観光局（ＪＮＴＯ）、観光庁ＨＰ 

年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 

万人 477 524 521 614 673 733 835 835 679 861 622 

年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

万人 836 1036 1341 1974 2404 2869 3119 3188 412 25 383 

 

 昨年末には日本中がサッカーワールドカップで盛り上がりましたが、過去に日本でもワ

ールドカップが開催されたのをご存知でしょうか。 

 まだまだ記憶に新しい気がしますが、今から約 21 年前、2002 年に日韓ワールドカ

ップが開催され、この年に初めて訪日外国人旅行者数が 500万人を超えました。 

訪日外国人旅行者数について 
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翌 2003 年には、「2010 年までに 1,000 万人」を目標とする、“ビジット・ジャパ

ン・キャンペーン”がスタートし、JNTOと連携した海外市場へのアプローチや、海外メ

ディア等での日本の露出といった取り組みが進められました。 

 愛知万博が開催された 2005年には 673万人、その後 2008年には 835万人と、

目標の 1,000万人に向け、順調な伸びをみせましたが、2008年に発生したリーマンシ

ョック後、長引く不況や円高、新型インフルエンザの影響などにより 2009年は 679万

人と大きく減少しました。 

 1,000万人の目標年次であった 2010年には 861万人と盛り返し、その後の増加が

期待されましたが、翌 2011 年には東日本大震災の影響により、再びインバウンド観光

は大打撃を受け、622万人と大きく減少しました。 

 2012年以降は、円安や近隣のアジア各国・地域からの旅行者の増加などにより、急拡

大をみせていきます。 

 

♦国、地域別訪日外客数の比較         単位：人数（万人） 伸率（2003年比 ％） 

年 総数 
アジア

計 
韓国 中国 台湾 香港 タイ 

シンガ

ポール 

マレー

シア 

インド

ネシア 

フィリ

ピン 

2003 521 351 146 45 79 26 8 8 7 6 14 

2012 836 639 204 143 147 48 26 14 13 10 9 

2019 3188 2682 558 959 489 229 132 49 50 41 61 

伸率 512 664 282 2031 519 781 1550 513 614 583 336 

年 
ベト 

ナム 

ヨーロ

ッパ計 
英国 

フラ 

ンス 

アフリ

カ計 

北アメ

リカ計 
米国 

南アメ

リカ計 

ブラ 

ジル 

オセア

ニア計 
豪州 

2003 2 65 20 9 2 80 66 3 1 21 17 

2012 6 78 17 13 2 88 72 5 3 24 21 

2019 50 199 42 34 6 219 172 11 5 72 62 

伸率 2400 206 110 278 200 174 161 267 400 243 265 

＊出典：日本政府観光局（ＪＮＴＯ） 
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2013年には初めて 1,000万人を超え、3年後の 2016年には 2,404万人に、さら

にその 2 年後の 2018 年には初めて 3,000 万人を超え、翌 2019 年には過去最高の

3,118万人と、わずか 6年間で 3倍超に急拡大していきました。 

ビジット・ジャパン・キャンペーンがスタートした 2003 年から比較すると、とりわ

け我が国の近隣であるアジアの国・地域からの旅行者が大きく増加しています。 

日本がかつて、経済成長期に円高等を背景に海外旅行が増加していったように、アジア

各国・地域の経済成長や円安、査証（ビザ）の免除措置といった要因が考えられます。 

政府は 2030 年の訪日客数を 6,000 万人にという目標をかかげています。コロナ禍

前よりもまだまだ増えることが予想されます。当協会におきましても、外国人との交流や

国際理解の推進を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 赤穂市国際交流協会    AKO INTERNATIONAL FRIENDSHIP ASSOCIATION =AIFA= 

（市役所市民部市民対話課内）         （located at the Citizen Dialogue Department in City Hall） 
〒678-0292  赤穂市加里屋 81番地                1st floor, 81 Kariya, Ako, Hyogo 678-0292, Japan  

    Tel(0791)43-6818    Fax(0791)43-6810           

E-mail taiwa@city.ako.lg.jp    http://www.city.ako.lg.jp/shimin/machizukuri/kokusaikouryu.html 

ボランティア／会員募集 

協会の企画運営・会報作成等のお手伝いをしていた

だける方を募集しています。事務局まで連絡下さ

い。 

併せて、協会会員も随時募集中です。 

【年会費】個人会員     １口  1,000円 

     法人・団体会員   1口 10,000円 

★ VOLUNTEERS WANTED ★ 
・Volunteers for planning / operating  
・Volunteer for Newsletter editing 
Please contact AIFA(Information below) 

★ SPONSOR MEMBERS ★ 
【Annual membership fee】 
・Private：¥1,000 
・Corporation：¥10,000  

日本語教室 受講生・ボランティア講師募集中！ 

日本語を学びたいという外国人の方、外国人に日本語を教えたいという方、ぜひお気

軽にご相談ください！ 

ボランティア講師には、特別な資格は必要ありません。まずは見学からでも！ 

日時：毎月２回（第２、第４火曜日） 19：00から 20：30ごろまで 

場所：赤穂市役所 ２階 204会議室 

さる 1 月 27 日、赤穂市の姉妹都市である

ロッキングハム市出身のマーク・マガウワン西

オーストラリア州首相が来日し、兵庫県公館に

おいて、斉藤県知事を表敬訪問しました。 

赤穂市からも、かつての中学生派遣事業に参

加しロッキングハム市を訪問したことのある、

片上摩紀さんと中島周平さんの 2名が参加し、

歓迎のスピーチを行いました。 

mailto:%20taiwa@city.ako.lg.jp

